
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加藤嘉 長門裕之 樫山文枝 浅井晋 前田吟 樹木希林 篠田三郎 
 

 

 

  

[入場料]前売：１,０００円※ 当日：１,３００円 障がい者：１,０００円 介助者１名無料 
※前売料金(１０００円)を６月７日（木）迄に下記の口座へご入金すれば、当日受付にて渡します。 
ゆうちよ銀行総合口座  記号 10200 番号 22932931 加入者名 ヨコハマキネマクラブ  

[主催・問合せ] ０８０－８１１８－８５０２（10 時～18 時）横浜キネマ倶楽部 
【プレイガイド】有隣堂伊勢佐木町本店０４５-２６１-１２３１/高橋書店（元町）０４５-６６４-７３７１ 

いづみ書房０４５-２４１-１１０４/シネマジャック＆ベティ（黄金町）０４５-２４３-９８００ 

横浜シネマリン０４５-３４１-３１８０/チケットぴあ チケットポート横浜店０３-５５６１-７７１４ 

【チケットぴあ】（Ｐコード：５５８-３３５）  

０４５-３４１-１２６１（席数５００席） 

【最寄駅】 
市営地下鉄「阪東橋」駅 
徒歩約８分 

京浜急行「黄金町」駅 
徒歩約１４分 

 

(C)こぶしプロダクション 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【祖国】 ───────────── 神山征二郎 

四十年前、祖国の名のもとに散っていった数百万の若い 

兵士がいて、その死に泣いた母たちがいた。“祖国”とい 

う言葉のもつイメージは今もその苦く悲しい響きがつきま 

とう。少なくともあの戦争をくぐりぬけてきた者ならば誰の胸 

の中にも消えることなく不滅のネガチィブとして焼きついて 

いる。だが、私はこの“祖国”という言葉が好きである。この 

言葉がもつ甘美で香しいひびきは、それを耳にし、目にし 

た時、一時に私を無限に近い大きさで、文字どおり限りの 

ないやさしさの中に包んでくれるのである。わが祖国は日 

本であり、岐阜であり、西郷村であり、その字八王子であり、その一隅の神山家であり、 

母である。祖国は故郷、ふるさとである。この作品を企画するに当って、その当初題名 

をめぐって、関係各位の間で異論が立った。立ったというより百出したと言った方が正 

確かも知れない。映画の製作は巨額の予算を投じるもの故に、心配し、また監督といえ 

ども営業的な観点を無視することは出来ない。だが、この作品に関しては私は頑迷な 

までに“ふるさと”にこだわった。理由というよりも、“ふるさと”でなければこの映画は 

存在し得ないと考えていた。映画『ふるさと』は祖国のための、私自身のための大切な 

仕事であった。                     （公開当時のパンフレットより抜粋） 
 

美しい夏キリシマ/パッチギ！/カーテンコール/二人日和/ゆれる/トリノ、２４時からの恋人たち/長い散歩/天空の草原のナンサ

/イノセント・ボイス－１２歳の戦場－/モーターサイクル・ダイアリーズ/恋するトマト/シッコ/歓喜の歌/赤い風船・白い馬/三本木

農業高校、馬術部/ラストゲーム～最後の早慶戦/マリア・カラスの真実/ディア・ドクター/扉をたたく人/縞模様のパジャマの少

年/春との旅/小さな村の小さなダンサー/冬の小鳥/ホームカミング/ミツバチの羽音と地球の回転/デザートフラワー/ハーモニ

ー心をつなぐ歌/ドーバーばばぁ織姫たちの挑戦/エンディングノート/旅芸人の記録/トガニ/月世界旅行・メリエスの素晴らしき

映画魔術/かぞくのくに/警察日記/名もなく貧しく美しく/よみがえりのレシピ/きっと、うまくいく/日本の悲劇/ペコロスの母に会

いに行く/息子/ハンナ・アーレント/標的の村/救いたい/野のなななのか/ぼくたちの家族/NO（ノー）/春よこい/野火/手のひら

を太陽に/袴田巖  夢の間の世の中/父を探して/お盆の弟/祖谷物語－おくのひと－/東京ウィンドオーケストラ
 

 
 

 
【横 浜 キ ネ マ 倶 楽 部】 

住   所：〒231-0062 横浜市中区桜木町1-1-56  横浜市市民活動支援センター  No.85横浜キネマ倶楽部 

<問合せ> TEL 080－8118－8502（10時～18時） Eメール：yokohama_kinemaclub@yahoo.co.jp HPアドレス http://ykc.jimdo.com/ 

【解説】 

一つの村が消える・・・一つの命が消えていく・・・ダム建

設の為に水中に没していく小さな村。その村で最後の

夏を過ごした少年の記憶。大きな自然を本当に身近に

感じられる素晴らしい映像と、その中で対話する少年と

老人の素朴な人間関係が、失われていくものへのせつ

ない思いを呼び覚ます。製作期間、実に三年。失われ

ゆく故郷の四季を永遠の映像に刻み付けた日本映画史

に輝く不朽の名作。黒澤明も激賞した加藤嘉の演技は

国際的にも評価され、第１３回モスクワ国際映画祭最優

秀男優賞をはじめ、国内外で多くの賞を受賞。 

【物語】 

岐阜県徳山村−まもなくダムの底に沈む村。その村に

住む村山伝三は妻を亡くしてから急に認知症が進み始

めた。離村を間近に控え心せわしい息子の伝六とその

妻の花は伝三の病に付き合っている暇はない。しか

し、孤独をつのらせる伝三の認知症は日毎エスカレー

トするばかりだった。そんな中、隣に住む千太郎が伝三

にあまご釣りの伝授を頼む。千太郎との触れ合いで伝

三の病状も回復に向かうのだが････ 

(C)こぶしプロダクション 


